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i寄生虫学遍路(1 ) 

書室富主 吉 田貞雄

「回顧50年Jは全くほかの人々の業績についてのみ

述べ，自分のこ とには触れなかったことを，末節にお

詑びした。それで，今回はつとめて自分の事をと思っ

7こ。

近頃，ラジオやテレビなどで，各界の知名の長老が，

この道何十年などと題して.自叙伝的の話をして，成

功の跡を物語っておられるのは誠に結構なことで，大

に感銘 している。ところが，私~，こはかかる話は皆無で

あるから，浮木の亀のそれならで，風に誘われ， i，皮に

漂い，あの島この港と，寄生虫学海を西に東に漂流遍

歴した断片的逸話で， その責を塞ぐことにした。幸に

諒せられんことを。

I まえがき

九州のー偶に脈々の声を挙げて以来，西に東に浪々

の身で 80余年の生涯を過したことを思うとき，私は

生れつきの訪復性で，各地を遍歴する運命を持ってい

たものと見える。

私は明治 11年 10月 26日， 九州、|の片田舎で，アマ

リ裕福でもない農家の四男坊として生れ，姉や弟妹ら

七人の兄弟姉妹があったので，自分の思い通りに進学

の出来ぬ境遇にあった。それで，高等小学校を卒業し

でも補習科に残り，当時その地方で有名であった秦と

いう漢学熟に宿泊し，自炊しながら小学校に通ってい

Tこ。

私の父は，世の普通の人の考えていたように， 多少

の田畑を分与し，学校の先生をするのが一番のんきで

よい，というような安易な考えで，私を師範学校に入

れようと思っていた。兄達は必ずしもそうは思ってい

なかったが，とにかく師範学校に入るには年が足らぬ

とL、うので，一応，中学校に入れることにした。そこ

で，私は明治 26年 4月に福岡県立尋常中学修猷!wHこ

入学した。この学校は，私の郷里ーから 10里余も離れ

た福岡市にあり， 旧黒田務の務校の後を継いたもので，

全国的に優秀校として知られていた。

中学校の二年生三年生になって，師範学校入学の適

齢期になっても，師範学校へ転校さす気配もなくその

まま四年生も過ぎ，五年の末になると私の親しい友達

は， 大部分熊本の五高入学を志し.ただ広田弘毅君と

平田知夫君の二人丈は，志を立てて東京の一高に入学

することになった。多くのものが五高を志したのは，

郷里から近いと言うだけでなしに，五高なら大手を振

って入学できるという自信が，同校卒業者一般に強か

ったからである。

私一人取り残されて，何校に行くとも自信のない琳

しい思の内K':.，11閑々東京の高等師範学校の入学試験が，

熊本県庁内℃執行されることを知り， JJIjに将来教育界

に入りたいとし、う考があった訳でもなかったが，ふと

した出来心から，その入学試験を受けた。前年の夏か

ら秋にかけて，脚気病に羅り長期欠席したし 3月の

卒業試験もあることだし，高削1入学試験は期待もして

いなかったが， 中学校を卒業し帰郷後一安心して，悠

々と遊んでいた或日，村芝居を見に行っていたところ p

宅より使の者が電報を持ってきた。東京の高等師範学

校の入学が許可されたから 4月某日に当校に出頭せ

よとの通知であった。驚き且つ喜んで，急逮上京する

ことになった。

明治 31年(1898年)4月，東京高等師範学校に入

学し，爾来4年間規定の学業を修めu 同 35年 3月同

校を卒業したが，その年から同校に専攻科が新設され

たので，嘉納校長に懇願し，卒業後新設の専攻科に入

学し今少し研究したし、旨を述べたところ， r校長は君
は既に文部省の指令により和歌山県立尋常中学教諭に

赴任するよう確定しているから，今更如何とも致し方

ない。活し強いて更に研究を進めたい希望ならば， 一

年だけ就任して一年後上京したら，何とか希望の達せ

られる方法を講じてみよう」といとも懇切なる御説諭

を受けたので，文部省の命に従し、和歌山県に赴任した。

明治 35年 4月，和歌山県立尋常中学校教諭兼和歌

山県師範学校訓導に任命せられ，型の如く大過なく 一

ヶ年を勤め翌年帰京した。和歌山県在職中，最も深刻

に感じたことは，人のf:lji表となり，子弟を教育するこ

との如何に困難であるを知ると同時に，自分の如きは

人を教える才能のものでなく ，自分で出来るだけの事:ー

に満足すべきことを悟ったのである。J折る考から，帰

京後嘉納先生に御相談の結果，前に希望していた高等

師範学校専攻科の入学を放棄し 3 大学に入り専心自己

の研究に没頭する ことに決し，同 36年 9月東京帝国

大学理科大学動物学選科に入学した。

都合よく大学の入学は許可されたが，次に起ったの

は生計問題で，自分には勿論財源のある筈なく，家兄

はいても，過去に於て家計の苦しいなかに一人前の人
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聞に育てて貰った今日，勝手に自分の修業を続けたい

から費用を出してくれとは言えず，途方に暮れる境遇

に立ち到った。僅かに郷里の郡教育会からの育英資金

を受けたが，これは僅少で'J1}Jけにならなかった。かか

る場合 2 唯一の方法は自力で稼ぎ出すほか途がないの

で，今日のアノレバイトを始めることになり ，余暇を利

して， 私立の中学や夜間の学校に教鞭を執ることに努

力し，これがためには，多くの恩師や先輩に多大な後

援を仰し、だ。時には農商務省の嘱託をも拝命し，もよ

りの西ケ原農業試験所に教鞭を執ったー駒もあった。

然し，当時は今日の如く学生のアルバイト組織が完備

していないのと世人の関心の薄かった関係もあり ，余

り香ばしい結果は望まれなかった。

斯る苦境の際に， 一つの救の緒とも言うべき幸運が，

嘉納先生により関かれた。

当時， 嘉納先生は支那人教育に熱中せられ，優秀な

る教え子を支那本国各地に派遣し，教育指導の任に当

らせると同時に，東京に宏文学院なる学校を設立し，

多くの支那人留学生を養育された。その宏文学院のー

講師として私を採用して下さった。これは誠に予期し

ない天恵とも思はれ，感謝の念に堪えなかった。

嘉納先生は明治 15年，武道奨励のため講道館柔道

を創設せられると同時に，青少年学徒の心身修養錬磨

の道場として嘉納塾を創立された。私がその塾に入塾

を許された当時，塾長は勿論嘉納先生であったが，直

接塾生と起居を共にする監督者として大島英助氏が舎

長を勤めていた。 同氏は，嘉納裂の先輩で長らく 日本

各地の中学校校長を勤めた高潔な人格者であった。私

はその下役として幼年舎の世話をすることになった。

塾生は主として中学校高等学校叉は専門学校及び大学

の学生であったので，毎日定刻に塾を出て夕方一定時

に帰塾する慣例で，私もこの塾から毎日大学に通学し，

ここに私の生計問題は解決したので，悠々長如として

自己の研究にいそしむことが出来るようになった。

寄生虫学入門

在東大研究 10年

明治 38年の7月半ば過ぎと思うが， 或日飯島先生

のお部屋に呼び出されたことがある。もう暑中休暇な

のに何の用事かとあやしみながらお伺いすると，例の

快活な態度，朗々たる音声で， f新学年になると何か

問題をきめて研究せねばならぬが，何かイイ考があり

ますか」と問われて，成程三学年になると何か研究し

て卒業論文を提出せねばならぬと聞いていたが，もう

その時が来たかと思いながら fBIJに何の考もありませ

ぬ何か私に来るような問題がありま したら」とお答え

すると「誰かに条虫の研究をやって貰いたいと思って

いるが，君ど うかねJと言われたので‘直に「やって見

ましょ う ー 何分よろしく」とお願して退出した。こ

れがそもそも私が寄生虫の研究に踏みこんだ第一歩で

あった。

それから早速，三崎の実験所に行き， 例の熊さん

(青木熊吉氏，実験所の世話人)に万事お願して，先

ず最も手に入 り易いと思った色々の魚に寄生する条虫

の採集に努めた。もとより初めての事ではある し，採

集の方法固定の仕方等，全然五里霧中でー夏の努力は

全く無結果に終った。

9月新学期になり考えたことは， 如何にして何んな

条虫を採集し研究するかということであった。何んな

寄生虫が何んな動物にいるかは，初心のものには全く

判らぬので，私は最も確実に得られる方法と して，鶏

の腸に寄生する条虫を集め研究することに着服し，学

校の近所にある鶏肉屋からその腸を買うことにした。

これならば何時でも材料が得られると思ったからだ。

やって見ると幸いなことに鶏の腸には，色々の条虫が

いるし，これ等に関する文献も割合に得易いので，い

よいよ鳥類の条虫研究に決意、し数年続けた。勿論その

間には， 上野動物園から得た材料や，折にふれ友人そ

の他から偶然に寄贈された条虫につき研究したが，こ

れ等は多く断片的で，大した業績にはならなかった。

鶏に寄生する条虫研究のみは， On three Species of 

Hymenolゆisfound in Japan として，1910年出

版の東京帝国大学理科大学動物学会報第7巻第4号に

掲載公表した。

その後 3年間，広島高等師範学校講師として広島に

在る聞は，材料の得易い方法を考え，学校寄宿舎の賄

方に相談し，アカエイ及びサメ類の腸を採集しその条

虫の研究に努めた。この研究はこれまでに見ない努力

で，従って得た業績も相当なものと自信している。そ

の研究の結果は3年後東京に帰ってから，飯島先生の

ご指導により取りまとめ，数年の後，即ち 1917年芙

の Parasitology 第9巻第4号に Some Cestodes 

from J apanese Selachiansと題し公表した。本誌は

英国ケ ンブリヅヂ大学教授 H.F， Nuttall氏の主宰

するもので，飯島先生のご紹介により前にも ，二回

論文を投稿したことがある。

飯島先生膝下にいた約 10年間は，鳥類や魚類の寄



-8 定価￥20送料￥6 目黒寄生虫館月報 昭和38年8月10日発行(毎月 l回10日発行)

生虫(条虫類)のみで，人体の寄生虫は殆んど知らな のみで， 他の研究，例えば芽殖性孤虫，大復殖門条虫

かった。人体寄・生虫と言えば，僅かに偶々飯島先生に 及ひ、マンソン裂頭条虫の如き，学界に誇るべき研究の

同伴し，東大病理学教室で死体解剖jに附せられたー僧 材料は何れも医学者のカにより，業績の一部もこれ等

侶から得た芽殖性孤虫だけで、あった。人体寄生虫の研 協同者と協力によるもので，人畜寄生虫の研究は，人

究は常に患者に接近する医師叉はそれに関係、ある人で、 医叉は獣医の援助協力を得なければ遂行し英弘、もので

なければ，その材料を得ることが容易でないため，ー ある。(次号につづく)

般の研究者には不向である。これが私の如き動物を専 (註 回顧五十年」で筆をおくと申されたのを，

攻する者には，容易に手出しの出来なかった所以であ 大変ご無理と思いながら，自叙伝風のご執筆を

ろう。飯島先生の如く多数の人体条虫の研究を完遂さ お願いしました。それが実を結んだのが寄生虫

れた方で、も，先生白から単独に行われたのは，広節裂 学遍歴であります。まことに貴重な記録であり ?

頭条虫のI熊下試験により，母虫を育成された一大偉業 病床の先生には厚く御礼を申上げます。(亀谷)

短 信

6.19 英文出版の件っき，亀谷館長，野々部理事，米

国大使館へ出向。

6.20 亀谷館長，野々部理事，都衛生局へ出向。

6.20 第 16回抄読会，午后7時より当館研究室にて

開催。

6.20 東北大医学部山形敬一教援，静岡大学伊勝二郎

教援より英文原稿到着。

6.22 市原研究員， 採集のため浦安へ。

6.23 東大農学部，桑原氏来館。

6目25 市原研究員採集のため小田原へ。

6.25 加藤研究員，東邦医大附属病院へ入院。

6.27 NHK学校放送部玉木王手氏来館。フジテレビ杉

山利久郎氏来館。いずれも放送資料を当館より

呈供。

7. 2 都卸市場衛生検査所渡辺技師来館。

7. 3 埼玉県立女子衛生学院学生， 22名見学。

7. 7 毎日新聞社，藤田信勝氏来館。

7.10 碑文谷小学校生徒一行。

7.12 市原研究員採集のため小田原へ。

7目13 在田事務長目黒区役所へ出向。

文献および標本の寄贈

6.21 大磯町，野村美智子氏より解剖材料。

6.22 山階鳥類研究所研究報告第 3巻第 3号他 6編

山階鳥類研究所。

6.25 解剖材料マアジほか 32点 小田原市場須藤

氏

6.29 長崎大学風土病研究所紀要 18篇一一長崎大学

風土病研究所。

6.29 寄生虫標本 11点 上野動物園中川氏。

7. 2 住血吸虫に関する文献 日本特殊農業製造K

K。

7. 6 住血l汲虫 2点一一荘保忠三郎氏(スーダン在

駐)。

7.11 解剖材料フリほか 10点 片柳忠男氏。

生物学同好会

昭和38年 7月 17日，区立下目黒小学校で関心

演題 :クモ，サソリの害。

講師 :東京医科歯科大学助教授熊田信夫博士。

移1ミ形網の中て一，ダニは前に加納博士より講義があっ

たので，今回[エクモ p サソリの種類をきく。

クモ巨 Araneidaの形態，分類，生態，クモ刺l安症

の説明。

サソリ日 Scorpionida については同じく，形態，

分類，生態，サソリ車IJ盤症の解説があったが，いずれ

も実物とカラースライトを使用して，誰にでもわかる

極めて有益な5誇義であった。

第 16回抄読会

6 月 20 日 ， 午后 7 時開会 ， 当責r~研究室。

市原研究員 単生日について

東京都目黒区下目黒 3/557・電話 (712)4432 

開館・午前 11時~午後 4時月限 ・祭日休館

昭和 38年 2月 27日第 3種 郵便物認可
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